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 『健康寿命延伸・消化器疾患先制医学講座』     
  ・・・阿賀野市と新潟大学が協定書を締結・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 １月から２月に、新潟大学医学部健康講座塾が２講座開催されました。 

講師とテーマは次のとおりです。 

・１月22日 血液・内分泌・代謝内科講座 曽根博仁教授 

   『子供世代から始める生活習慣病・健康長寿の取り組み 

   ー阿賀野市と新潟大学医学部との共同研究』 

・２月22日 泌尿器科講座 冨田善彦教授 

   『排尿にかかわる病気と治療』 

 雪の多い中でしたがそれぞれの講座で約90人と大勢の参加があり、初めて

健康講座塾に参加された方も多く、大変好評でした。 

 今年度、10回すべての講座を受講された方が3名おられ、皆勤賞の賞状と

記念品が、あがの市民病院 藤森院長より贈呈されました。 
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 新潟大学医学部健康寿命延伸・消化器疾患先制医

学講座のロゴマーク「Swan ship］ 

 新潟大学大学院医歯学総合研究科消化器内科学分

野のロゴマーク「Sun ship」をベースに瓢湖や五

頭山といった豊かな自然をイメージするグリーンを

基調として作成されました。 

 平成30年4月1日開講の「健康寿命延伸・消化器疾患先制医学講座」の協定

書締結式が3月26日、阿賀野市役所で行われ、髙橋姿学長と田中清善市長が

協定書を取り交わしました。 

 締結式に先立ち、新潟大学医歯学総合研究科消化器内科学分野の 

寺井崇二教授より、阿賀野市民の健康寿命を延ばすことを目的とし、消化器

疾患を中心とした先制医療に関する研究を行う本講座の必要性について説明

がありました。 

 髙橋学長からは、「消化器疾患先制医学という名前の講座は日本で初め

て。今回の研究が世界に発信できる先進的なものになっていくのではない

か。」また、田中市長からは、「高齢化が進む中、先制医学での消化器疾患

対策に取り組み、健康寿命日本一を実現したい。」と講座への期待が述べら

れました。 

 【副院長・内科】（消化器病センター） 

  松澤 純（まつざわ じゅん）先生 

 平成４年から、新潟大学医学部附属病院、厚

生連佐渡総合病院に臨床研修医として勤務さ

れ、南部郷総合病院、県立坂町病院、県立新発

田病院（内科部長）等を経て、この度、あがの

市民病院に赴任されました。 

 【内科】（消化器病センター） 

  中野 応央樹（なかの おおき）先生 

 平成24年4月から2年間、長岡中央綜合病院に

臨床研修医として勤務され、同病院、新潟大学

医歯学総合病院を経て、この度、あがの市民病

院に赴任されました。 

 新江の桜  

  (安田) 

 
あがの市民病院に 

 3人の常勤医師が着任しました! 
29年度の受講者は延826人に！ 

 ～新潟大学医学部健康講座塾～ 

曽根教授 

冨田教授 

藤森院長と 

皆勤賞の皆さん 

【内科】 

 （糖尿病・生活習慣病予防治療センター） 

  橋本 浩平（はしもと こうへい）先生 

 平成25年4月から2年間、新潟大学医歯学総

合病院に臨床研修医として勤務され、県立中

央病院、県立新発田病院等を経て、この度、

あがの市民病院に赴任されました。 


